
平成２８年度 いしかわ教育ウィーク            主催 石川県教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・当日のプログラム・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

◇ 開会挨拶    石川県教育委員会小松教育事務所 所 長   髙橋 正英 

 

◇ 報  告  「子どもたちの学習習慣・生活習慣に係る現状と課題について」 

石川県教育委員会小松教育事務所 指導主事  髙塚 存英 

 

 

 

◇ 実践発表  「学びの充実に向けた取組について」 

   

 

 

 

 

 

   

 

 学びの充実に向けた学習習

慣・生活習慣の定着において，

特色ある取組をしている管内の

４校に実践発表いただきまし

た。参考となる発表に積極的な

質疑が行われました。 

子どもたちの豊かな学びを育むつどい in 南加賀 

－学びの充実につながる学習習慣や生活習慣の在り方－ 

 石川県教育委員会は，平成２３年に「いしかわ学びの指針１２か条」を策定し，

子どもたちの学力向上を進める上での方向性を示し，取組を重ねてきました。この

５年間の取組から多くの成果を得た一方，継続して取り組むべき課題，今後の社会

を見据え新たに取り組むべき課題があり，それらを整理する必要がありました。そ

のために，これまでの１２か条を見直し，今後の課題解決に向けてさらに進化させ

た「学びの１２か条＋(プラス)」をつくりました。 

 この指針には，学校が取り組む内容はもちろんですが，家庭や地域のみなさんと

連携して進めていく内容が含まれています。子どもたちの確かな学力を育むため，

みなさんとともに重点的・効果的に取り組んでいきます。 

 今回の小松教育事務所管内タウンミーティングでは，その中の，指針８条「より

よい学習習慣・生活習慣の定着」，指針９条「家族や地域の人々とのコミュニケーシ

ョンを促進し，家庭・地域・社会と結び付いた学びの推進」に焦点を当て，ともに

考える機会にしたいと思い，上記のテーマで開催いたしました。 

管内の学校・家庭・地域の方々約２００名が集い，実践発表や講演を通して，子

どもたちの豊かな学びを育てるための学習習慣や生活習慣の在り方と学校・家庭・

地域との連携について考えました。 

 

１１月５日（土）加賀市市民会館 

 

・全国学力・学習状況調査の児童・生徒質問紙調査の結果から 

  本県の子どもたちの現状と課題について報告しました。 



最後に，会場の皆様から保護者・地域・学校それぞれの立場から感じたことや

ご意見等をいただき，それぞれの立場で何ができるのか，どのように連携を深め

ていけばよいのかをともに考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 講  演  「生きる力の源，生活習慣の確立は一生もののプレゼント 

～眠って，賢く，優しく，美しく，人間力ＵＰ！～」 

富山大学 理事・副学長     神川 康子 氏 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 意見交換・閉会  

 

 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたち自身はもちろんのこと，保護者や教師が改めて生活習慣確立の重要性を

理解し，連携・協力して，生活を見直し，改善点を見出していくことの大切さについ

て理解を深めました。 

★
参
加
者
か
ら
の
意
見
・感
想 

 

○
神
川
先
生
の
ご
講
演
で
睡
眠
が
記
憶
だ
け
で
な
く
、
心
の
あ
り
様
に
ま
で
関
わ
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
知
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
生
活
リ
ズ
ム
の
改

善
に
向
け
、
保
護
者
と
学
校
が
協
働
し
て
い
く
た
め
の
大
切
な
材
料
を
頂
け
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（保
護
者
） 

 

○
神
川
先
生
の
お
話
か
ら
は
心
身
の
成
長
の
た
め
の
睡
眠
の
重
要
性
を
改
め
て
強

く
感
じ
ま
し
た
。
睡
眠
が
脳
の
発
達
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
親
自
身
の
睡
眠
習

慣
が
子
ど
も
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
よ
い
生
活
習
慣
を
身
に
付

け
さ
せ
る
た
め
に
は
、
保
護
者
への
働
き
か
け
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
（
教
諭
） 

 

○
学
力
低
下
し
て
い
る
中
、
南
郷
小
の
毎
日
何
年
間
も
積
み
重
ね
る
亀
さ
ん
ノ

ー
ト
は
す
ば
ら
し
い
！ 

考
え
る
力
、
集
中
力
な
ど
学
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
保
護
者
） 

 

○
動
橋
小
学
校
の
発
表
か
ら
、
小
中
連
携
の
大
切
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
地

域
が
運
営
主
体
と
な
る
学
習
サ
ポ
ー
ト
の
在
り
方
が
と
て
も
参
考
に
な
り
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
保
護
者
） 

 

○
宮
竹
小
の
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
取
組
が
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
児

童
、
学
校
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
ま
た
、
地
域
へ
の
開
か
れ
た
学
校
、

学
校
を
核
と
し
た
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
の
在
り

方
と
し
て
お
お
い
に
参
考
に
し
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

（
教
諭
） 

 

○
中
学
生
の
子
ど
も
を
持
つ
親
と
し
て
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
安
宅
中

学
校
の
土
曜
学
習
に
と
て
も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
高
校
生
と
い
う
自
分
の
未

来
の
姿
を
想
像
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
り
、
色
々
な
意
欲
が
わ
い
て
く
る
様

な
気
が
し
ま
す
。
高
校
生
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、
普
段
や
家
庭
で
の
学
習

に
も
っ
と
力
を
入
れ
て
く
れ
る
様
に
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。（
保
護
者
） 

 

○
管
内
の
実
践
発
表
は
ど
れ
も
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
で

学
校
・
地
域
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
加
え
て
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
を
進
め
る
こ
と
が

子
ど
も
た
ち
の
力
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
学
び
を
育
む
た
め
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
の
実
態
に
合
わ
せ
た
手
立
て
を
工
夫
し
、
一
層
努
力
し
た
い
と
思

い
、
大
変
有
意
義
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

（
教
諭
） 

  

先進国の中で最も夜更かしで睡眠時間が少なく，睡眠の質も低下して

いるとされる日本の子どもたち。このような「睡眠・覚醒リズム」の乱

れは，脳の働きを低下させ，論理的思考力や学習意欲の低下から学力低

下を招き，さらには体力や精神力の低下を招くことが懸念されています。

そんな中，子どもたちの心身の健康を改善し，本来の成長を保障し，真

の「生きる力」を身に付けさせることは子どもたちに生涯役立つプレゼ

ントとなります。 

 

加賀市立南郷小学校 校長 谷口 典子氏 

「亀さんノートの取組」 

    ～家庭での学習習慣の定着を目指して～ 

加賀市立動橋小学校 教頭 木越 正信氏 

 「学習習慣・生活習慣を身に付けよう」 

   ～小・中・地域が連携した家庭学習の取組～ 

小松市立安宅中学校 教諭 山口 秀人氏 

「土曜塾～ブラッシュアップゼミ～」 

     ～高校・地域と連携した土曜学習～ 

 

  

能美市立宮竹小学校 教頭 田中 利弘氏 
地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 宮本千代子氏 

「学びの充実につながる地域の支援」 
  ～宮竹小校区学校地域元気アップ事業の取組～ 

 

  


